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１．本研究開始の背景や目的等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本調理科学会では、「調理文化の地域性と調理科学：行事食」とのテーマを掲げ、会員の

自主的な参加によって、現在急速に失われつつある伝統的行事食の内容を全国規模で収集して

いる。各会員が研究の素材として積み上げるデータの総体として、全国規模での行事食データ

ベース構築を目指すものである。本研究は、この研究テーマに参加して、東海地域の行事食に

関するデータ収集・分析を行うとともに、我が国の食教育、食文化の担い手としての本学の地

位・役割をより確かなものとすることも、併せて目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 
本学生活科学部管理栄養学科在籍の学生 492名と、その家族 408名（親 344名、祖父母 64名）、

合計 900名に１５種の年中行事及び行事食の認知・喫食状況についてアンケート調査を実施した。 

対象者の学生、親、祖父母とも 98％以上が愛知、岐阜、三重いずれかに在住していたため、対象

者を東海三県（892 名）に限定し、世代間、地域間、昭和初期と現在を比較の軸として集計結果を統

計分析し、その特徴を考察した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．研究成果の概要 
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５．研究成果及び今後の展望（公開した研究成果、今後の研究成果公開予定・方法等について記載するこ

と。既に公開したものについては次の通り記載すること。著書は、著者名、書名、頁数、発行年月日、出版社
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多い場合には代表的なもののみ数件を記載。） 

 

今回の分析では、年中行事の中で認知度、喫食経験が高かった年末から年始にかけての行事食

を対象として比較検討を行った。 

大晦日の行事食としては、年越しそば 91.9％、年取りの祝い料理 14.6％、尾頭付きいわし料理

10.4％の喫食経験分布が見られた。年越しそばは高い喫食率であるが、学生世代において、「毎年で

はないが時々食べる」者の割合が他の世代に比べて高かった。また、尾頭付きいわし料理の喫食率

は愛知県尾張地域が他の地域と比較し有意に喫食率が高く、尾張地域を中心とした年越しの風習の

名残をとどめていると見られる。 

正月行事食の喫食経験は、その品目によって世代間の違いが見られるものがあった。屠蘇の喫食

経験は学生が低く(15%)、親、祖父母(>52%)であった。お節料理の中では、学生世代において煮しめ、

なますの喫食経験が低く（60%台）、なますでは学生と親世代の間の喫食率に有意な差が見られた。ま

た、殆どのお節で世代が若くなるにつれて毎年の喫食機会の減少傾向が見られた。 

お節料理7種類（黒豆、田作り、昆布巻き、きんとん、煮しめ、なます、伊達巻）の準備状況について

の調査では、家庭で作りにくいものや、作るのに時間がかかるものを購入する傾向があり、手間をかけ

て行事食を作ることに抵抗を感じる人が増えてきていることが推察される。 

一方、正月には一般的な日本料理や、数種の西洋料理が「以前は食べなかったが現在はよく食べ

るようになった料理」として挙げられていた。こうした変化の契機としては、「結婚」が最も多く、生活の

自立が伝承断絶に結びついていると思われた。また、通年営業の食品小売店の進出、食生活スタイ

ルの変化、食嗜好を重視する傾向などにより、正月の行事としての規範的意識が若年世代で薄れて

いる傾向が見られ、正月料理が伝統的な祝い料理から単なるご馳走と受け止められようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本調理科学会 2011 年度大会（8 月）において発表予定 

 

 

 

 

 

 

 

 


